
大
正
五
年
四
鴛
六
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
大
正
十
一
年
五
月
二
十
八
日
印
搦
納
本
（
毎
月
一
圃
一
H
十
二
）

　　筋六第巻二野
　　　號五十七第
行’

o日一月六年一十正大

シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
法
理
的
範
疇
論
に
つ
い
て
（
承
箭
）
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…
…
…
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…
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…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
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…
：
・
…
法
學
士
恒
藤
　
恭

順
世
外
三
論
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
交
国
士
手
島
文
倉

敷
育
強
制
の
椹
利
根
襟
に
黙
す
る
・
↓
氏
の
説
（
承
蘭
）
・
…
…

…
…
…
…
し
・
…
－
・
…
…
…
…
…
－
…
・
…
文
學
士
伊
藤
猷
典

抽
象
的
心
理
學
ご
聖
恩
伯
心
理
學
…
…
交
學
博
士
　
野
上
　
俊
夫

彙
報
、
新
著
紹
介
其
他
，
一
・
…
・
…
…
・
…
…
－
…
：
…
…
…
…
…
：
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京
都
哲
學
會
規
則

第
｝
條
　
本
會
チ
京
都
哲
塵
7
會
ト
磁
…
ス

第
ご
條
皿
　
本
會
ハ
麿
の
義
二
於
ケ
ル
獅
四
思
Ψ
ノ
研
「
究
及
戯
ハ
艶
風
及
チ
以
テ
目
的
｝
ス

第
三
條
　
本
會
ハ
前
平
ノ
目
的
チ
蓮
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
輿
業
チ
行
フ

　
　
一
、
毎
月
一
餅
研
究
會
チ
開
ク

　
　
一
、
魏
一
年
春
秋
二
飼
公
閣
四
講
演
會
チ
開
〃

　
　
一
、
毎
月
一
回
雑
誌
『
暫
學
研
究
』
チ
嚢
行
ス

第
四
條
　
本
・
曾
纂
務
所
チ
京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
内
二
鍛
ク

第
玉
條
　
本
場
一
ノ
事
業
チ
二
三
ス
ッ
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
チ
置
〃

　
　
｝
、
委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
交
學
部
哲
學
科
数
官
及
委
員
曾
こ

　
　
　
　
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
チ
以
テ
之
二
充
ソ

　
　
一
、
書
瀞
…
（
一
名
）
萎
員
會
二
於
テ
囎
…
託
ス

第
六
條
　
本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
ニ
チ
モ
會
負
タ
ル
づ
ト
チ
得

　
學
校
、
闘
旧
館
、
教
育
會
、
其
他
ノ
園
燈
ハ
其
醐
醗
ノ
名
チ
以
テ
入
国
ス

　
即
コ
ト
チ
得

第
七
悠
岬
　
會
員
隅
ハ
合
買
聯
凪
ト
シ
テ
年
M
四
同
㈱
園
四
拾
出
畿
b
　
茜
剛
後
一
一
期
二
分
チ
テ
前
納

　
ス
ベ
キ
屯
ノ
｝
ス

話
劇
條
点
図
ハ
ホ
愈
ノ
諸
種
ノ
會
二
二
禺
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ソ
雑
誌
『
哲

　
學
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
條
　
本
會
規
財
ノ
敗
正
愛
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
晶
佼
ル

京
都
哲
憶
意
役
員

委
　
員

書
　
舞

文
轟
士

丈
學
博
士

鶴
翼
博
士

丈
學
士

交
學
薄
士

丈
學
博
士

文
學
士

丈
學
博
士

文
學
博
士

丈
學
薄
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

文
學
博
士

丈
二
士

文
學
博
士
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な
挑
に
れ
た
事
感
、
直
諜
に
依
っ
て
意
昧
の
遽
じ
な
い
塵
に
ぼ
註
た
入
れ
、

掴
有
名
詞
に
は
年
代
た
加
へ
て
あ
る
露
に
現
に
れ
て
る
る
Q
’
そ
う
し
て
原
著

の
氣
分
の
可
成
に
現
に
れ
て
る
る
Q
餅
し
乍
ら
数
ケ
所
、
誤
解
の
爲
に
又
は

諜
語
の
正
鵠
秘
得
な
か
っ
た
爲
に
原
意
為
謬
ろ
様
な
箇
所
が
あ
っ
六
〇
過
誤

に
人
間
的
で
あ
る
。
改
版
に
際
し
て
・
謬
者
の
オ
を
惜
し
ま
れ
な
か
つ
ぬ
な

ら
幸
此
上
も
な
い
。
（
東
京
大
村
書
店
獲
行
、
佐
保
田
鶴
治
）

寄
贈
書
籍
雑
誌

エ
ル
ン
ス
ト
・
ホ
フ
｝
、
ン
原
著

現
代
思
潮
よ
り
見
耽
る
佛
教
の
根
本
思
想
惣
触
獅
㈱
獅
価

原
始
佛
教
思
想
論
　
　
　
　
　
　
職
學
博
祉
嚇
篇
騒
輪
鯉
艦

華
嚴
哲
學
小
論
致
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
土
鴫
4
5
村
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
内
外
禺
版
會
自
県
行

　
哲
學
維
誌
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
研
究
、
束
洋
哲
雄
・
、
臼
臨
丁
公
論
，

敏
育
研
究
、
内
外
教
育
評
論
、
學
佼
敷
育
、
教
育
、
敷
育
學
術
界
、
敷
育
暴

論
、
教
育
界
、
精
紳
蓮
動
、
　
國
際
聯
盟
、
文
化
蓮
動
、
藥
王
樹
、
一
二
田
文
學
、

佛
教
研
究

635

寄
贈
霧
鋳
雑
誌

七
一



哲
學
研
究
　
第
七
十
五
號

七
二

6S6

塁壁前

シ
ェ
ル
ソ
ン
グ
に
於
け
る
自
由
の
哲
學
の
六
情
（
承
前
）
…
…
丈
學
士
世
良
壽
男

シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
法
理
的
範
疇
論
に
つ
い
て
…
…
…
…
：
法
學
士
恒
藤
　
　
恭

プ
ラ
ト
．
一
の
美
學
（
承
前
）
…
…
…
…
：
：
・
…
・
…
…
…
…
…
…
文
學
博
士
深
田
康
二

十
綱
理
路
二
維
の
成
立
年
代
ご
其
昔
理
ご
に
就
い
て
…
…
丈
學
士
宮
城
信
雅

エ
ル
ド
マ
ン
「
再
生
の
心
理
學
」
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
文
學
士
大
脇
義
一

彙
報
、
新
著
紹
介
、
其
他



會出
帆

一
、
本
愈
へ
入
禽
三
重
ノ
方
ハ
直
接
本
會
宛
テ
ニ
規
定
ノ
會
費
（
前

　
表
紙
屡
ニ
ア
リ
）
御
納
付
ノ
上
御
日
並
被
二
度
候

一
、
會
員
ニ
シ
テ
韓
居
ノ
節
ハ
鴫
胤
チ
ニ
其
旨
御
報
知
被
下
度
山

川
、
ハ
研
圓
粋
ハ
ハ
凋
慨
替
口
【
庶
日
脚
ハ
h
伽
恥
幽
釜
O
画
（
繭
（
簸
冨
拠
冊
、
｛
鼠
蘇
即
薪
圓
融
簡
A
響
宛
テ
ニ

　
御
三
込
被
下
度
二

一
、
本
誌
ノ
編
輯
二
關
ス
ル
麺
信
及
紹
介
・
新
刊
欝
・
寄
贈
雑
誌
等
ハ

　
凡
テ
本
會
宛
テ
ニ
彿
獲
逡
被
下
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
螺
哩
醒
京
都
丁
寧
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
塾
◎
山
ハ
六
墨
番

　

註文規定便定

◎◎◎◎◎

會
員
に
あ
ら
ざ
る
講
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
皆
に
關
す
る
件
に

内
外
出
版
株
弍
面
罵
へ
御
璽
込
下
さ
れ
度
候

本
誌
の
御
謎
丈
に
す
べ
て
代
金
郵
税
共
前
金
に
て
御
直
り
下
さ

る
べ
く
侯

振
替
貯
金
に
て
御
逡
金
に
（
掻
替
大
阪
三
二
九
澄
置
番
三
九
轍
二

一
番
東
京
三
九
筥
一
番
）
内
外
醐
版
株
式
曾
祉
宛
に
願
封
侯

払
醐
金
切
れ
あ
孟
砺
A
口
に
幣
副
書
に
「
晶
削
金
切
」
の
白
点
草
押
捺
致
す
べ
・
き

に
付
就
に
御
沸
湯
下
さ
れ
旧
制

特
に
舗
…
求
書
及
領
詞
書
等
た
要
す
る
揚
卸
に
斜
影
削
壁
御
逡
付

下
さ
れ
度
候

勝一六

藪
珊
西
金

　
　
　
肋
（
前
金
）
「
金
凋
落
四
捨
鑓
｝
不

十
　
二
　
贋
（
蔚
金
と
金
四
圃
八
拾
簸
一
不
　
　
串

定
　
　
　
　
　
煩
　
一
郵

　
四
　
拾
　
銭
〔
金
　
　
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申

鋒受母

廣
告
墨

一
頁
　
　
金
工
拾
圓

牛
頁
ハ
取
扱
不
串

！

韓
蕪
雑
八
郷
刷
納
畑
野
圭
號
難
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
垂
者
　
　
京
都
哲
學
白

藍詐不

日轄禁

君
代
表
乱

獲
行
者

印
刷
者

印
刷
所

獲
行
所
酵
繍
細
螺
謳

本
　
瀧

出
張
班

翼
賛
所

寳
嚴
方
夫

褥　　内

替　　外

二二驚灘三章

京
都
市
下
京
蔽
西
洞
院
通
七
條
下

東
京
市
京
橋
匹
加
艮
町
十
番
地

東
京
市
愁
則
涯
錦
町

（
東
京
）

費
捌
所
（
大
阪
）

　
　
　
　
（
黒
戸
）

　
　
　
　
（
京
都
）

臨画盛上東購
野馳畑京響
動館館屋堂ノ＋
　　　　　一番
大川三至東九地

細帯塞
　　　　　，仮　　　　北　　　　　オ多軸
　　　　隆式
　　　　二二



姻志

重
恩

　
改
造
！
　
こ
れ
が
世
界
大
戦
を
墓
黙
こ
し
て
、
急
角
度
を
碧
い
て
轄
換
し
た
、
現
代
の
眞
實
な
ぞ
一
て
正
純

な
叫
で
あ
る
。
思
想
に
、
制
度
に
、
事
こ
し
て
、
物
ご
し
て
、
改
造
を
俊
た
な
い
も
の
は
な
い
。

　
歴
史
は
新
に
出
登
せ
ね
峰
な
ら
ぬ
。

　
此
時
「
に
轡
田
リ
マ
ッ
ク
ア
イ
ヅ
ァ
ー
、
デ
ラ
イ
ル
・
バ
ー
ン
ス
、
ホ
ソ
ブ
ハ
ウ
ス
、
リ
ッ
チ
ァ
ー
1
3
・
ロ
バ
ー
ヅ
、

ラ
ス
キ
、
コ
ー
ル
等
の
、
鈴
々
た
る
政
治
愚
者
．
赴
會
學
者
、
宗
敏
黒
歯
霊
義
者
等
、
各
方
面
の
第
一
人
者
達

に
よ
り
、
＝
齊
に
唱
遣
せ
ら
れ
、
有
力
に
從
來
の
正
統
派
國
家
論
に
挑
戦
せ
る
、
新
國
家
論
は
正
に
思
想
界
の

一
大
異
彩
で
あ
り
、
ま
π
最
雄
辮
に
時
運
を
語
っ
て
み
る
で
は
な
い
か
。
，

　
新
進
の
一
法
學
者
た
る
著
者
は
、
從
來
の
學
説
に
満
足
す
る
能
は
す
、
偶
本
読
に
鰯
る
、
に
及
ん
で
、
始
め

て
會
心
の
戚
に
、
富
船
的
懊
慨
を
轡
す
る
を
得
た
Q
爾
來
鐵
年
、
夜
を
日
に
つ
い
で
、
專
ら
此
思
想
學
説
の
吸

牧
清
化
に
努
め
た
、
今
や
其
成
果
を
螢
表
し
て
、
世
の
政
浩
學
、
法
律
學
、
祉
會
學
、
倫
理
學
等
の
研
究
者
及

筍
も
思
想
問
題
に
留
一
意
せ
ら
る
、
一
般
諸
賢
に
問
ふ
所
以
で
あ
る
。

會式雲版出外内　所行
（五五九二三阪大座口替振）　　下権七院洞西市都京

楚
聾
舗
嫉
鵠
影
弊
轡
蛋
回
心
蜘
行
し

哲
學
研
究
　
　
第
七
十
五
號
　
　
定
贋
金
四
拾
銭
郵
税
金
胡
町


